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物理化学実習 
(Physical Chemistry, Lab.)

【概要】

　物理化学は、物質の構造、状態、変化についての化学の法則や理論を体系的に取り扱うが、化学のもと

になっている原理を理解し、実際の問題に適用する方法論を示してくれるという点で、薬学を含む自然科

学分野の基本となる学問である。物理化学実習では、薬物の加水分解反応速度、電解質溶液の電気伝導率、

二成分混合系の凝固点降下を求めるための基本的技能を習得するとともに、薬学領域で重要な物理化学の

項目に関する知識を習得する。

【授業の一般目標】

　薬物の（擬）一次反応の反応速度を測定して速度定数を求めるとともに、速度定数と温度との関係から

反応の活性化エネルギーを求める。さらに、電解質溶液の電気伝導率や二成分固液平衡に関する基本的性

質を観察することで、薬学領域で重要な物理化学の項目について理解を深める。

［関連する卒業認定・学位授与方針］DP1・DP2

【準備学習(予習・復習)】

　事前に実習書や教科書の該当箇所を60分程度読み、よく理解した上で実習に臨むこと。また、実習後90

分程度の実習内容の復習を行うこと。

【学習項目・学生の到達目標と、対応するSBOコード】
No 学習項目 担当教員 学生の到達目標 SBOコード

1 アスピリンの加水分解速度 全員 アスピリンの加水分解反応を例として反応速度定数を求めるとと C1-(3)-①-1,4,6

の測定 もに、速度定数と温度との関係から反応の活性化エネルギーを求

めることができる。

2 電解質水溶液の電気伝導率 全員 種々の電解質溶液の電気伝導率を測定することで、水中でのイオ C1-(2)-⑥-3

の測定 ンの存在状態と電気伝導性との関係を理解することができる。 E5-(1)-③-1

3 融点測定による二成分系の 全員 粉末薬物の混合による融点降下を測定することで、二成分系（固 C1-(2)-⑤-3

固液平衡相図の作成 液平衡）相図について理解し、その特徴を説明できる。

4 実習講義・まとめ 全員 反応速度・電解質溶液・二成分固液平衡に関する基本法則につい C1-(2)-⑤-3

て説明できる。 C1-(2)-⑥-3

C1-(3)-①-1,4,6

E5-(1)-③-1

(書名) (著者・編者) (発行所)

教科書 実習書を配布する。

参考書 ベーシック薬学教科書シリーズ3 物 石田寿昌　編 化学同人
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【成績評価方法・基準】

　全実習項目へ遅刻・早退せず出席すること。レポートの期限内提出及び実習試験の受験は必須とする。

なお、点数配分は、レポート（75％）、実習試験（25％）とする。

【評価のフィードバック】

　講評は、合格発表日に掲示にて公開する。

【オフィスアワーなど担当教員に対する質問等の方法】

　斎藤博：火曜日、水曜日、木曜日の　17：00～18：00（躬行館4階）

　濵　　：火曜日、水曜日、木曜日の　17：00～18：00（躬行館4階）



　扇田　：火曜日、水曜日、木曜日の　17：00～18：00（躬行館4階）

　※オフィスアワー以外の曜日や時間帯での質問の場合はメール等で前もって連絡してください。


